
３ 2013年夏の日本及び東アジアの極端な天候1 

2013年夏（６～８月）の日本は全国的に高温と

なり、西日本の夏平均気温は統計を開始した 1946

年以降で最も高くなった。また、日本海側の地域

を中心に多雨となった一方、太平洋側の地域や沖

縄・奄美で少雨となった。気象庁の異常気象分析

検討会2では、このような極端な天候をもたらした

大気循環について分析を行い、その要因に関する

見解を発表した（平成 25年９月２日報道発表）。

本章では異常気象分析検討会での分析結果を中心

に、この事例の詳細について述べる。また、日本

以外の東アジアやその周辺でも、中国南部の高

温・少雨、中国中部から朝鮮半島北部の大雨、ア

ムール川流域の多雨等、極端な天候が現れたこと

から、その概要も記す。なお、本章で用いた大気

循環データは、気象庁と電力中央研究所が共同で

実施した長期再解析(JRA-25)及びそれと同じシス

テムの気象庁気候データ同化システム(JCDAS)に

よる解析値である。 

 

3.1 天候の特徴 

2013年夏の日本の平均気温（第 3.1.1図）は、

全国的に平年を上回った。西日本では統計を開始

した 1946年以降で最も暑い夏となり、東日本では

３位タイ、沖縄・奄美は２位タイの高温となった

（第 3.1.1表）。８月上旬後半～中旬前半は、東・

西日本太平洋側を中心に厳しい暑さとなり、多く

の地点で真夏日や猛暑日を記録した（第 3.1.2図）。

８月 12日には高知県四万十市江川崎で国内の日

最高気温の歴代１位となる 41.0℃を記録した。こ

の夏に日最高気温の高い記録を更新した地点は

143地点、日最低気温の高い記録を更新した地点

は 93地点にのぼった（タイ記録含む）。 

                                                      
1 田中 昌太郎 
2 異常気象分析検討会は、気象庁が 2007年 6月に設置
し、大学・研究機関等の気候に関する専門家から構成

される。社会経済に大きな影響を与える異常気象が発

生した場合に、検討会は最新の科学的知見に基づいて

発生要因を分析し、気象庁は検討会の分析結果を踏ま

えて異常気象の発生要因等に関する見解を迅速に発表

している。 

2013年夏の降水量（第 3.1.1図）は、東北日本

海側、北陸地方、中国地方で多雨となった。東北

地方では７月に梅雨前線が停滞することが多く、

雨の日が続いたため、降水量平年比は 182%となり、

７月の降水量としては統計を開始した 1946年以

降で最も多かった。北陸地方の夏の降水量平年比

は 151%で、歴代４位の記録となった。また、７月

末～８月上旬や８月下旬には山口県、島根県、秋

田県、岩手県の一部地域で、豪雨に見舞われた。 

 

第 3.1.1図 2013年夏（６～８月）の平均気温、降水

量、日照時間の平年差（比）の分布  

平年値は 1981～2010年の平均値。 

 

第 3.1.1表 地域別の夏（６～８月）平均気温平年差（単

位：℃） の高い方からの順位 

2013年の値を黄色セルで示す。平年値は 1981～2010年

の平均値。 

 
※北日本の 2013年は+1.0℃（10位タイ） 
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第 3.1.2図 2013年の猛暑日・真夏日の地点数の推移（６月１日～８月 31日） 

全国のアメダス 927地点について。猛暑日は日最高気温 35℃以上、真夏日は日最高気温 30℃以上。 
 

 

この夏のアメダス地点で観測した１時間降水量

80 mm以上の観測回数は 1976年以降で３番目に多

かった（第 3.1.3図）。一方、太平洋側では夏の降

水量が平年を下回り、東日本太平洋側と沖縄・奄

美ではかなり少なかった。九州南部・奄美地方の

７月の降水量平年比は 11%で、７月としては統計

を開始した 1946年以降で最も少なく、東海地方の

夏の降水量平年比は 64%で３番目に少なかった。 

2013年夏の東アジアの気温は、モンゴルを除い

て平年より高く、特に日本から中国南部にかけて

は平年よりかなり高くなった（第 3.1.4図）。月平

均気温について、７月は北海道や朝鮮半島東部、

中国中部から南部で、８月は朝鮮半島東部や中国

中部から南部で 2℃以上高かった（第 3.1.5図(a)

と(c)）。中国気象局によると、重慶市や湖南省な

どで 35℃以上の日最高気温が 20日以上続き、40

～42℃に達する地域もあった。上海市のシージャ

ーホゥエイ（徐家匯）では、1872年の統計開始以

来最も高い気温（40.8℃）を記録した。 

東アジアの月降水量は、７月に東北地方や朝

鮮半島北部から中国北部、東シベリア南部から

中国北東部で平年の 160%以上の地域がある一

方、九州地方南部や中国南部では平年の 40%以

下の地域がみられた（第 3.1.5図(b)）。８月の

月降水量は、東日本・西日本の日本海側の地域

とモンゴル東部付近で平年の 160%以上、朝鮮半

島から中国東部で平年の 60%以下となった（第

3.1.5図(d)）。中国気象局によると、湖南省の

チャンシャー（長沙）では、７月の月降水量が

8mm（平年比約 6%）だった（第 3.1.6図）。７月

以降の少雨により、貴州省・湖南省では 2,120

万人が影響を受け、187万ヘクタール以上で農作

物への被害が発生した（中国政府）。 

中国の北東部から東シベリア南部のアムール川

流域では、降水量が平年より多かった（第 3.1.5

図(b)と(d)）。アムール川流域の 39地点で平均し

た７月１日～９月 18日の積算降水量は 1996年以

降で最も多く、1996～2012年の平均値（183mm）

の約 2.1倍（381mm）となった（第 3.1.7図）。ロ

シア水文気象環境監視局によると、アムール川の

中流・下流域の各地では過去最高の水位を 1.5～

2m上回り、洪水が発生した。ハバロフスク市の水

位は９月３～４日に 808cmとなり、これまでの最

高記録 642cm（1897年）を上回った。ロシア極東

域では 13万５千人以上の住民、１万４千の家屋、

総延長 1,600kmに及ぶ道路や 170以上の橋が洪水

の影響を受けた（ロシア政府）。中国北東部では８

月に、大雨による洪水の影響で 110人以上が死亡

した（中国政府）。 

 
第3.1.3図 アメダス地点における１時間降水量80mm以上

の夏（６～８月）の観測回数の経年変化（1976～2013年）

期間を通して均質な統計値を得るため、正時に観測された

１時間降水量を対象とし、1,000地点あたりの観測回数に

換算した。棒グラフ（緑）は各年の値、折れ線（青）は５

年移動平均値、直線（赤）は長期にわたる変化傾向を示す。
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第 3.1.5図 2013年７月と８月の月平均気温平年差と月降水量平年比の分布 

(a)７月の月平均気温平年差（℃）、（b）７月の月降水量平年比（％）、（c）８月の月平均気温平年差（℃）、（d）８

月の月降水量平年比（％）。平年値は 1981～2010年の平均値。 

 
第 3.1.4図 2013年夏（６～８月）平均気温の規格化平年差の分布 

３か月平均気温の平年差を標準偏差で割って求めた値（規格化偏差）を、緯度５度×経度５度の領域ごとに平均

し、６つの階級に分けて記号で表示する。それぞれの階級のしきい値は±1.28、±0.44、0。ただし、観測地点数

や観測データ数が十分でない領域については計算していない。平年値及び標準偏差は、1981～2010年のデータに

基づく。 
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第 3.1.6図 湖南省チャンシャー（長沙）での降水量

の推移（2013年７月１～31日） 

水色の棒グラフは 2013年の日降水量（mm；左軸）、青

実線は 2013年の積算降水量（mm；右軸）、紫実線は 2012

年の積算降水量、赤実線は７月の月降水量平年値（1981

～2010年の平均値:130.1mm；右軸）。 

第 3.1.7図 アムール川流域の平均積算降水量（７月

１日～９月 18日） 

アムール川流域の 39地点（地図の黒丸）から算出した

７月１日からの平均積算降水量。赤実線は 2013年の

値、青い領域は 1996～2012年の最大値と最小値の範

囲、黒実線は 1996～2012年の平均値を示す。左上の地

図の水色の領域は、アムール川流域のおおよその範囲。 

 

3.2 極端な天候をもたらした大気循環場の特徴 

2013年７～８月は、太平洋高気圧が本州の南海

上で優勢で、中国東部や西日本への張り出しが非

常に明瞭だった（第 3.2.1図(a)と(d)）。太平洋高

気圧が本州南海上で勢力の強い状態は、台風第 12

号が通過した８月半ば頃を除いて持続した（第

3.2.2図）。また、対流圏上層では、チベット高気

圧が平年より強く、中国東部や西日本への張り出

しが明瞭だった（第 3.2.1図(c)）。中国東部から

西日本にかけては、上層のチベット高気圧と下層

の太平洋高気圧に覆われ（第 3.2.1図(c)と（d））、

顕著な高温偏差となった（第 3.2.1図(b)）。また、

日本近海の海面水温(SST)は８月中旬を中心に平

年を大きく上回った（第 3.2.3図）。 

2013年７～８月のアジアモンスーン域（東南ア

ジアや南アジア）の積雲対流活動は全般に平年よ

り活発で、特にインドネシア付近や南シナ海で明

瞭だった（第 3.2.4図）。これに対応して、東南ア

ジアの対流圏上層では発散偏差となり（第 3.2.5

図）、収束域となったフィリピン東海上や本州南海

上では顕著な下降流偏差となった（第 3.2.6図）。

本州南海上の下降流は 1979年以降で最も強い水

準であった（第 3.2.7図）。第 3.2.2図に本州南海

上での海面気圧と下降流の平年偏差の推移を示し

ているが、期間を通して両者はよく対応している。

第3.2.8図に850hPaにおける渦度収支解析の結果

を示す。本州南海上の優勢な太平洋高気圧に対応

した負の渦度偏差の領域では、収束・発散の寄与

が渦度移流の寄与に比べて卓越していることがわ

かる。これらのことから、アジアモンスーンの対

流活発域の上層発散域を起源とする下降流により、

本州南海上の優勢な太平洋高気圧が維持されてい

たと考えられる。 

次に、チベット高気圧と積雲対流活動の関係を

見るため、インドからフィリピン付近にかけての

領域で平均した外向き長波放射量(OLR)に対する

上層の流線関数の回帰係数の分布を第 3.2.9図に

示す。これによれば、対流活発時にはチベット高

気圧が強く、本州付近へ張り出す傾向がみられ、

この夏の特徴と一致する（第 3.2.1図(c)）。この

ため、チベット高気圧の中国東部や本州付近への

張り出しにもアジアモンスーン域の活発な対流活

動が寄与したと考えられる。 
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第 3.2.1図 2013年７～８月平均(a)海面気圧、(b)850hPa気温、(c)200hPa流線関数、(d)850hPa流線関数 

陰影は平年偏差。等値線間隔は(a)2hPa、(b)2℃、(c)10×106m2/s、(d)5×106m2/s。平年値は 1981～2010年の平均

値。 

  

 

 

 
第 3.2.2図 本州南海上（20̊N～30̊N、120̊E～140̊E：

第 3.2.1図（a）赤破線枠や第 3.2.6図黒破線枠）で領

域平均した海面気圧（赤線；左軸）及び 700hPa鉛直 p

速度（黒線；右軸）の平年偏差の推移（2013年６月 15

日～９月 15日） 

５日移動平均値。鉛直 p速度は正の値（下側）が下降

流偏差を示す。 

 

 
第 3.2.3図 2013年８月中旬の海面水温(SST)平年偏差 

平年値は 1981～2010年の平均値。 
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第 3.2.4図 2013年７～８月平均外

向き長波放射(OLR)  

陰影は平年偏差。等値線は 240W/m2以

下を 20W/m2ごとに表示。負偏差（寒

色）域は積雲対流活動が平年より

活発で、正偏差（暖色）域は平年

より不活発と推定される。平年値

は 1981～2010年の平均値。 

 

 
第 3.2.5図 2013年７～８月平均 200hPa速度ポテンシ

ャル平年偏差（陰影）及び 200hPa発散風平年偏差（矢

印） 

平年値は 1981～2010年の平均値。 

 

 
第3.2.6図 2013年７～８月平均700hPa鉛直p速度平

年偏差 

正の値（暖色）は下降流偏差を示す。平年値は 1981～

2010年の平均値。 

 

 
第 3.2.7図 本州南海上（20̊N～30̊N、120̊E～140̊E：

第 3.2.6図黒破線枠）で領域平均した７～８月平均

700hPa鉛直p速度平年偏差の経年変化（1979～2013年）

正の値（下側）は下降流偏差を示す。平年値は 1981～

2010年の平均値。 
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第 3.2.8図 2013年７～８月平均 850hPa渦度収支解析 

陰影は(a)惑星渦度移流、(b)回転風による相対渦度移流、(c)発散風による相対渦度移流、(d)収束・発散による渦

度変化率の平年偏差を表す。等値線は相対渦度の平年偏差を示す（間隔：4×10-6/s、ただし 0線は省略）。計算式

を各図の上に示している。ここで、f：惑星渦度、β：惑星渦度の南北勾配、ζ：相対渦度、v：南北風、vχ：発散

風ベクトル、vΨ：回転風ベクトル、ダッシュ・添え字 L：５日移動平均値の平年偏差場の 2013年７～８月平均、バ

ー：７～８月平均平年値を示す。平年値は 1981～2010年の平均値。 

 

 
第 3.2.9図 インド～フィリピン付近（10̊N～25̊N、

70̊E～130̊E：第 3.2.4図赤枠）で領域平均した７～８

月平均 OLRに対する 200hPa流線関数の同時回帰係数 

±0.5,1,2,3×106m2/sの等値線を、正値（低気圧性循

環）は青色、負値（高気圧性循環）は赤色で表示。灰

色は 95%信頼度水準で統計的に有意な領域。統計期間

は 1979～2012年。 

 

 
第 3.2.10図 インド～フィリピン付近（赤線；10̊N

～25̊N、70̊E～130̊E：第 3.2.4図赤枠）及びインド

ネシア付近（黒線；10̊S～5̊N、90̊E～150̊E：第 3.2.4

図黒枠）で領域平均した７～８月平均 OLR平年偏差の

経年変化（1979～2013年） 

負の値は平年より対流活発であることを示す。平年値

は 1981～2010年の平均値。 

 

 

以下、アジアモンスーンの活動が活発となった

要因について考察する。第 3.2.10図はインドから

フィリピン付近の領域及びインドネシア付近でそ

れぞれ領域平均した７～８月平均 OLR平年偏差の

経年変化であるが、2013年７～８月の積雲対流活

動はいずれの領域でも 1979年以降で最も活発な

水準であったことがわかる。なお、両者に相関関

係はみられなかった（相関係数：+0.07；統計期間：

1979～2012年）。 

2013年７～８月の熱帯域のSSTはインドネシア
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付近から太平洋西部にかけて平年より高かった

（第 3.2.11図）。また、太平洋中・東部の赤道域

では平年より低く、太平洋ではラニーニャ現象時

に現れやすい偏差パターンとなった。SSTと OLR

の相関関係から、７～８月にインドネシア付近で

SSTが高いとき（第 3.2.12図）、あるいはエルニ

ーニョ監視海域(NINO.3)で低いとき（第 3.2.13

図）にはいずれもインドネシア付近で積雲対流活

動が活発となる傾向があり、2013年の特徴とよく

一致する。このため、インドネシア付近の活発な

対流活動には、インドネシア付近から太平洋西部

で平年より高く、太平洋東部で平年より低いとい

う海面水温偏差分布が影響した可能性がある。 

アジアモンスーンは、基本的にユーラシア大陸

とインド洋の温度差によって生じ、季節的に交替

する大規模な風系である。第 3.2.14図は、インド

洋からユーラシア大陸における地表付近の南北温

度勾配を表す指標として、ユーラシア大陸南部

（20°N～40°N、50°E～100°E）と北インド洋付近（赤

道～20°N、50°E～100°E）のそれぞれで領域平均し

た 2m気温平年偏差の差の推移を示す。これによる

と、2013年の南北の温度勾配は５月後半以降、平

年よりかなり大きい状態で推移した。この指標に

は長期的に明瞭な上昇傾向が見られることもあり

（図略）、月平均すると６月と７月ともに 1979年

以降で最も大きな値となった。したがって、モン

スーン期の早い段階から海陸間の温度勾配の大き

い状態が持続したことが、活発なアジアモンスー

ンに関連した可能性があるが、この点については

さらに調査する必要がある。 

 

 
第 3.2.11図 2013年７～８月平均 SST平年偏差 

平年値は 1981～2010年の平均値。 
 

 
第 3.2.12図 ７～８月平均した OLRと SSTの同時相関係

数 

青（赤）色は負（正）相関の領域で、SST高温時にその上

空の積雲対流活動が活発（不活発）傾向であることを示す。

±0.29,0.34,0.44はそれぞれ 90,95,99%の信頼度水準で

統計的に有意であることに相当。統計期間は 1979～2012

年。 

 

 
第 3.2.13図 ７～８月平均した OLRとエルニーニョ監視

海域（5̊S～5̊N、150̊W～90̊W）SSTとの同時相関係数 

青（赤）色は正（負）相関の領域で、エルニーニョ監視海

域の SST低（高）温時に積雲対流活動が活発（不活発）傾

向であることを示す。±0.29,0.34,0.44はそれぞれ

90,95,99%の信頼度水準で統計的に有意であることに相

当。統計期間は 1979～2012年。 

 

  
第3.2.14図 インド洋～ユーラシア大陸における2m気温

平年偏差の南北差の推移（５月１日～10月 15日） 

20̊N～40̊N、50̊E～100̊Eで領域平均した 2m気温平年偏

差から赤道～20̊N、50̊E～100̊Eで領域平均した 2m気温

平年偏差を引いた値。正（負）の値は、大陸と海洋間の温

度傾度が平年より大きい（小さい）ことを示す。赤線は

2013年、灰色線は 1979～2012年の各年。５日移動平均値。

平年値は 1981～2010年の平均値。 

-3

-2

-1

0

1

2

3

5/1 6/1 7/1 8/1 9/1 10/1

灰色：1979～2012年

2013年

°C

- 123 -



3.3 大雨や少雨をもたらした要因 

第 3.1節で述べたとおり、2013年夏は日本海側

の地域を中心に多雨となった。太平洋高気圧が本

州南海上から沖縄・奄美を中心に勢力の強い状態

が続いたため（第 3.2.1図(a)）、太平洋高気圧の

周縁を吹く暖かく湿った空気が東北地方と日本海

側の地域に流れ込みやすくなり大雨になったと考

えられる（第 3.3.1図(a)）。また、中国北東部の

顕著な低気圧偏差は、本州南海上の優勢な太平洋

高気圧との間の南北の気圧勾配を強めることで、

日本海側の地域における西寄りの水蒸気フラック

スの強化に寄与した可能性がある（第 3.3.2図）。 

そのほか、７月下旬など偏西風の蛇行に伴って

上空に寒気が流入するときがあり、そのため大気

の状態が不安定になったことも大雨が降りやすい

状況をもたらしたとみられる。さらに、日本海の

海面水温が平年よりかなり高かったことから（第

3.2.3図）、大量の水蒸気を含んだ空気がほとんど

水蒸気を失わずに東北地方まで達しやすい状況と

なり、このことが大雨に寄与した可能性がある。 

一方、高気圧に覆われやすかった沖縄・奄美や

西・東日本太平洋側では、雨の少ない状態が続い

た。太平洋側の地域では、平年では本州東海上を

中心とする太平洋高気圧の周縁に沿って南から水

蒸気が流入するが（第 3.3.1図(b)）、2013年は太

平洋高気圧の勢力が本州南海上で強く、南からの

水蒸気が流入しにくかったことが（第 3.3.1図

(a)）、少雨の一因と考えられる。 

本節の最後に、第 3.1節で述べたアムール川流

域の多雨をもたらした循環場について簡単に触れ

る。アムール川流域では、低気圧がたびたび通過

し（第 3.3.3図、第 3.3.4図）、多雨となった。上

述の中国北東部付近での顕著な低気圧偏差は、こ

の活発な低気圧の活動に対応していると考えられ

る。 

 

 

 
第 3.3.1図 (a)2013年及び(b)平年の７～８月平均海面気圧（陰影）及び 925hPa水蒸気フラックス（矢印） 

平年値は 1981～2010年の平均値。 
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第 3.3.2図 第 3.3.1図(a)の青枠（20̊N～30̊N、120̊

E～140̊E）と赤枠（40̊N～50̊N、120̊E～140̊E）で領域

平均した海面気圧の差（赤線）及び同図の白線（30̊N

～40̊N、130̊E）を横切る 925hPa東向き水蒸気フラック

ス（黒線）の７～８月平均値の経年変化（1979～2013

年） 

両者の相関係数は+0.91（統計期間：1979～2012年）。 

 

 
第3.3.3図 40̊N～50̊N平均850hPa相対渦度の時間－

経度断面図（2013年７月１日～９月１日） 

 

 

 

 

 

第 3.3.4図 (a)2013年と(b)平年の７～８月の低気圧

の存在頻度の分布及び(c)中国北東部付近（40̊N～50̊N、

120̊E～135̊E；(a)の黒破線枠）における７～８月の低

気圧の存在頻度の経年変化（1979～2013年） 

1.25度格子、６時間ごとに、850hPa相対渦度が 40×

10-6s-1以上の閉領域を低気圧として抽出し、期間内に低

気圧が存在した頻度を集計した（詳細は Inatsu 2009、

Inatsu and Amada 2013を参照）。平年値は 1981～2010

年の平均値。 
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3.4 ８月上旬後半～中旬前半の顕著な高温をも

たらした要因 

８月上旬後半～中旬前半は、太平洋高気圧が沖

縄・奄美から西・東日本で強まるとともに、亜熱

帯ジェット気流が北へ蛇行したことに対応してチ

ベット高気圧の本州付近への張り出しが強まった

（第 3.4.1図）。それにより、高気圧に覆われて晴

れたことや高気圧に伴う下降流によって気温が上

昇した。 

また、西に強く張り出した太平洋高気圧の周り

を流れる風が、平年と比べて非常に暖かかった中

国東部～東シナ海の空気を西・東日本に移流させ

た（第 3.4.2図）。さらに、平年では西・東日本の

太平洋側は南寄りの海風が卓越するが（第 3.4.2

図(b)）、2013年は西寄りあるいは北寄りの流れと

なったため海風の入りにくい状態であった（第

3.4.2図(a)）。これらも顕著な高温に寄与したと

考えられる。 

気温の変動の要因を詳細にみるため、第 3.4.3

図に西日本付近における断熱加熱と水平温度移流

の寄与及び地表面短波放射フラックスの推移を示

す。西日本付近では、８月に入って水平暖気移流

の寄与が卓越するようになり、６日頃に最も大き

くなったことがわかる。さらに８日頃以降、背の

高い高気圧に覆われたことに対応して、断熱加熱

と日射の効果も加わったことが顕著な高温につな

がったと考えられる。 

また、水平暖気移流に対して気温平年偏差と風

平年偏差の寄与を評価すると、両者が同時に現れ

たことが重要であった（第 3.4.4図；風平年偏差・

気温平年偏差(d)の項が卓越）。これは、中国東部

～東シナ海の高温偏差と西に張り出した太平洋高

気圧の北側の西風偏差がともに暖気移流に寄与し

たことを示しており、前述の内容と整合している。 

そのほか、太平洋側を中心に、日照時間が長く、

また、南寄りの海風が入りにくいなど、ヒートア

イランド現象などの都市化の影響が強まりやすい

気象条件であったため、太平洋側の都市部では高

温がさらに強められたと考えられる（第 3.4.5図）。 

 

 

 
第 3.4.1図 2013年８月７～13日平均(a)200hPa及び(b)850hPa流線関数 

陰影は平年偏差。等値線間隔は(a)10×106m2/s、(b)3×106m2/s。平年値は 1981～2010年の平均値。 
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第 3.4.2図 2013年８月４～10日平均 925hPa気温及び風ベクトル 

(a)実況、(b)平年値（1981～2010年の平均値）、(c)平年偏差。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.4.3図 西日本付近（30̊N～37.5̊N、130̊

E～137.5̊E）における（上段）925hPa気温平年

偏差変化率（黒線）、水平温度移流平年偏差（青

線）、断熱加熱平年偏差（赤線）及び（下段）地

表面下向き短波放射フラックス平年偏差の推移

（2013年８月１～20日） 

６時間ごとのデータから評価。５日移動平均値。

平年値は 1981～2010年の平均値。 
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第 3.4.4図 2013年８月４～10日平均 925hPa水平温度移流平年偏差 

水平温度移流の各項の大きさを評価した。 (a)全項（非定常擾乱の寄与を含む）、(b)風平年偏差・気温平年値、(c)

風平年値・気温平年偏差、(d)風平年偏差・気温平年偏差による寄与。平年値は 1981～2010年の平均値。 

 

 
第 3.4.5図 2013年８月の気温に対する都市化の効果の寄与 

(a)関東地方、(b)中部地方、(c)近畿地方。気象庁非静力学都市気候モデル(Aoyagi and Seino 2011)を用いて、都

市化の効果がある場合とない場合のシミュレーションを行い、両者の気温の差を示す。都心部では数度程度の気温

上昇の影響がみられる。 

 

 

3.5 気温の長期変化傾向 

都市化の影響が比較的少ないと考えられる 15

の観測地点3で平均した日本の夏の平均気温は、統

計を開始した 1898 年以降長期的に上昇している

（第 3.5.1図）。また、日最高気温 35℃以上の猛

暑日の年間日数は 1931 年以降増加傾向が明瞭に

現れている（第 3.5.2図）。これらの長期的な傾向

には、二酸化炭素などの温室効果ガスの増加に伴

う地球温暖化の影響が現れているとみられる。近

年、夏季に高温が現れやすくなっている背景には、

地球温暖化が影響していると考えられる。 

 

                                                      
3 網走、根室、寿都、山形、石巻、伏木、飯田、銚子、
境、浜田、彦根、宮崎、多度津、名瀬、石垣島の 15地

点 

3.6 まとめ 

2013年７～８月の日本の極端な天候をもたら

した主な要因の概念図を第 3.6.1図に示す。2013

年７～８月は、優勢な太平洋高気圧とチベット高

気圧により、西日本を中心に顕著な高温となった。

また、日本海側の地域では、西に張り出した太平

洋高気圧の縁辺を回る暖かく湿った空気が流入し、

たびたび大雨となった。太平洋高気圧、チベット

高気圧が平年より強まったのは、アジアモンスー

ンの活動が広い範囲で活発だったことが影響した

とみられる。アジアモンスーンの活動が活発とな

ったのは、インドネシア付近や太平洋西部で海面

水温が平年より高く、太平洋東部で低かったこと

が寄与した可能性がある。 
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第 3.5.1図 日本における夏（６～８月）平均気温の経

年変化（1898～2013年）（単位：℃） 

細線（黒）は、都市化の影響が比較的少ないとみられる

気象庁の 15観測地点での各年の夏平均気温の基準値か

らの偏差を平均した値を示す。太線（青）は偏差の５年

移動平均値、直線（赤）は長期的な変化傾向を示す。基

準値は 1981～2010 年の平均値。 

  

 

 
第 3.5.2図 日最高気温 35℃以上（猛暑日）の年間日

数の経年変化（1931～2013年、１地点あたりに換算） 

棒グラフ（緑）は各年の値、折れ線（青）は５年移動

平均値、直線（赤）は長期的な変化傾向を示す。都市

化の影響が比較的少ないとみられる気象庁の13観測地

点（第 3.5.1図で利用した 15観測地点のうち、期間内

に移転のあった宮崎と飯田を除く）のデータで解析。 

 
第 3.6.1図 2013年７～８月の日本の極端な天候をもたらした要因の概念図 
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